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2026機関紙

昨
年
は
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
が
開
業
２
周
年
を
迎
え
、
８
月
に
は
想

定
よ
り
半
年
早
く
利
用
者
数
が
１
千
万
人
に
到
達
し
、
運
行
す
る

宇
都
宮
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
株
式
会
社
は
、
２
０
２
４
年
度
決
算
で
１

億
９
千
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
の
取
組
は

各
方
面
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
、
12
月
に
は
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
推
進
功
労
者
表
彰
」の「
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
」

を
受
賞
し
、
高
市
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
直
接
表
彰
い
た
だ
き
ま
し

た
。Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
西
側
延
伸
に
向
け
て
は
、
10
月
に
事
業
の
特
許

を
国
に
申
請
す
る
と
と
も
に
、
駅
西
口
周
辺
地
区
の
将
来
像
や
整

備
方
針
な
ど
を
示
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、「
女
性
活
躍
加
速
化
元
年
」
と
し
て
、「
女
性
活
躍

推
進
専
門
官
」
の
任
命
や
「
女
性
活
躍
推
進
課
」
の
新
設
、
さ
ら

に
は
市
立
小
中
学
校
・
保
育
施
設
等
に
お
け
る
給
食
費
の
支
援
、

移
動
販
売
と
併
せ
た
高
齢
者
の
交
流
機
会
の
創
出
な
ど
、
市
民
が

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

本
年
は
市
政
１
３
０
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
の

歩
み
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
先
人
が
築
き
上
げ
て
き
た
宇
都
宮
の

前
途
を
明
る
く
照
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
ま
ち
づ
く
り
に
邁
進
し

て
い
く
所
存
で
す
。

主
な
取
組
と
し
て
、
物
価
高
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
子
育

て
世
帯
に
対
し
、
子
ど
も
１
人
当
た
り
２
万
円
を
支
給
す
る
「
子

育
て
応
援
手
当
」
を
開
始
す
る
ほ
か
、
食
料
の
安
定
供
給
に
向
け

た
引
き
受
け
手
の
い
な
い
農
地
の
受
け
皿
組
織
の
強
化
な
ど
に
取

り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
市
内
の
工
場
で
製
造
さ
れ
た
電
気
バ
ス
な
ど
を
導
入
す

る
交
通
事
業
者
の
支
援
や
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
現
代
に
お
い
て

欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
る
「
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
」
の
早
期
立

地
誘
導
な
ど
、
本
市
経
済
を
牽
引
す
る
企
業
の
立
地
・
定
着
を
促

進
し
ま
す
。

３
月
に
は
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
核
と
し
た
新
た
な
拠
点
「
ア
ー

ク
タ
ウ
ン
宇
都
宮
」、
人
と
食
が
集
う
拠
点
「
Ｆ
ｒ
ｅ
ｓ
ｐ
ｏ
う
つ

の
み
や
市
場
」
の
オ
ー
プ
ン
に
よ
り
、
新
た
な
賑
わ
い
を
創
出
し

ま
す
。

社
会
経
済
環
境
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
、
将
来
の
予
測
が
困

難
な
時
代
の
中
に
あ
っ
て
も
、
将
来
世
代
へ
負
担
を
先
送
り
す
る

こ
と
な
く
、
持
続
的
に
発
展
し
て
い
く
「
未
来
志
向
の
ま
ち
」
と

し
て「
ス
ー
パ
ー
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」を
創
り
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

佐藤栄一市長の主な取組
令和７〈2025〉年度 令和８〈2026〉年度

自治
会

家計
応援★市役所でフレックスタイム制を本格導入

職員のフレックスタイム制と選択的
週休３日制を本格導入しました。
ワーク・ライフ・バランスの推進の
ほか、働きやすい職場環境を整備す
ることで、人材確保・定着にもつな
げてまいります。

★児童相談所　令和12年度供用開始を目指す
市独自に設置する児童相談所について、
国立病院機構栃木医療センター内の敷
地（中戸祭１丁目）を建設予定地とし
て決定しました。複合機能や組織体制
などの検討を進め、令和12年度の供用
開始を目指してまいります。
★山田邦子さんと宇都宮餃子会・鈴木章弘さんを
「宇都宮ブランドアンバサダー」として委嘱

宇都宮餃子を全国に広めた立役者であ
るお二方を「宇都宮ブランドアンバサ
ダー」に委嘱しました。深い餃子愛と
高い発信力・影響力を生かして、本市
の魅力を広く発信していただきます。

★ろまんちっく村を再整備へ
年間100万人以上が訪れる
「ろまんちっく村」について、
観光拠点としての機能をさら
に高め、北西部地域全体の活
性化をこれまで以上に牽引す
る施設となることを目指し、
再整備に向けた対話型市場調
査を実施しました。
★バス路線再編で関東自動車と基本協定を締結

ライトラインのＪＲ宇都宮駅西
側延伸にあわせたバス路線再編
の円滑な実施や、効果の最大化
を図るための基本協定を締結し
ました。公共交通の利便性向上
や利用促進を図る取組について、
協力関係を一層強化してまいり
ます。

★ブレックスアリーナ宇都宮を
　Ｂプレミア基準に合わせて改修
ブレックスアリーナ宇都宮にスイートルーム
やラウンジ、飲食施設スペースを新設、トイ
レの数も倍増し、利用環境の向上を図りまし
た。宇都宮ブレックスのホームタウンとして、
トップリーグでの活躍を支えてまいります。
★ジャパンカップ経済効果35.8億円で過去最高額

10月に開催された「宇都宮ジャパンカップサ
イクルロードレース」の経済波及効果が過去
最高の35億8,100万円にのぼりました。３日間
で13万4,800人が来場し、大きな賑わいを創出
しました。

★物価高騰対策「宮の家計応援給付金」を
すべての市民に
長引く物価高騰への対策として、食料品の値上がりが続く
中、家計の負担を軽減するため、すべての市民に一人当た
り5,000円の現金給付を実施します。
★小中学校等の給食費をさらに軽減

国・県と連携し、保護者が負担する給
食費に対して、小学校は子ども一人当
たり毎月5,200円、中学校は毎月5,900
円を支援します。保育施設等も市独自
に毎月2,000円の支援を継続します。

★全天候型子どもの遊び場を整備
天候に左右されずに子どもたち
がのびのびと活動でき、保護者
も楽しめる屋内の遊び場を、田
原コミュニティプラザを改修し
て整備し、令和９年度の供用開
始を目指します。
★移動販売のルートを拡大

宝木地区に続き、国本地区・中
央地区でも移動販売を開始しま
した。国本地区では、４月から
の本格スタートに向けて、販売
ルートの拡大を検討していま
す。今後も地域からの誘致のご
相談に応じて、拡大を図ってま
いります。

★北西部体育館の整備が本格化
地域の方々をはじめ、多くの人が交流
し、健康づくりへの参加を促進する屋
内・屋外スポーツ活動の場、北西部体
育館の整備に着手し、令和９年度の供
用開始を目指します。
★引き受け手のいない農地の受け皿組織を強化

農業者の高齢化や離農が進む
中、地域の農業を守り、安定し
て食料を供給できるよう、農地
の受け皿となる組織の設置に向
けて、ＪＡ及び農業公社と連携
を図ってまいります。

★自治会の支援メニューを充実
自治会活動を活性化するため、新たに「自
治会運営支援アプリ」の導入や、自治会内
の交流・加入促進の取組への補助など、支
援メニューを充実させます。
★「親なき後」の支援を充実

障がいのある方や介護をしている方
が、将来にわたり安心して日常生活
を送れるよう「親なき後相談窓口」
を開設するとともに、宿泊体験の拡
大や一般就労に向けた資格取得の受
験費用の補助も開始します。

「ライトライン」が
「内閣総理大臣表彰」を受賞
「ライトライン」が
「内閣総理大臣表彰」を受賞

令和７年度
バリアフリー・ユニバーサルデザイン推進
功労者表彰
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本
市
の
中
心
部
で
あ
る
二
荒
山
神
社
前
に
位

置
す
る
「
バ
ン
バ
地
区
」
に
お
い
て
も
、
再
開

発
準
備
組
合
に
よ
る
検
討
が
進
み
、
再
開
発
事

業
の
計
画
が
ま
と
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
当
事

業
で
は
東
側
に
ホ
テ
ル
や
商
業
施
設
の
低
層

棟
、
西
側
に
マ
ン
シ
ョ
ン
の
高
層
棟
の
２
棟
構

成
と
な
る
整
備
が
計
画
さ
れ
、
２
０
３
３
年
度

の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅

西
側
に
お
い
て
は
、
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
の
延
伸
と

と
も
に
、
再
開
発
を
は
じ
め
と
し
た
民
間
開
発

機
運
の
高
ま
り
や
駅
前
広
場
の
整
備
な
ど
、
近

年
、
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
に
大
変
化
を
遂
げ
て
、

活
気
あ
ふ
れ
る
中
心
街
に
な
り
ま
す
。

バ
ン
バ
地
区
も

再
開
発
計
画
を
発
表

生
成
Ａ
Ｉ
等
の
普
及
・
発
展
に
よ
り
急
速
な

拡
大
が
見
込
ま
れ
、
国
に
お
い
て
も
地
方
分
散

を
推
進
し
て
い
る
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、

比
較
的
早
期
に
大
規
模
な
電
力
供
給
が
可
能
で

あ
る
「
新
栃
木
変
電
所
（
相
野
沢
町
）」
南
側
隣

接
地
へ
の
立
地
誘
導
に
向
け
て
取
り
組
み
ま

す
。
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
が
立
地
す
る
こ
と
で
、

地
域
に
根
差
し
た
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
関

連
企
業
の
誘
致
・
定
着
、
固
定
資
産
税
の
増
収

な
ど
、
様
々
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の

立
地
を
誘
導

子
育
て
世

帯
の
負
担
を

軽
減
す
る
た

め
、
令
和
７

年
度
か
ら
市

の
独
自
施
策

と
し
て
、
市

立
小
中
学
校

と
保
育
施
設

等
の
給
食
費

に
対
し
、
毎

月
２
０
０
０

円
を
上
限
に

支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
令
和
８
年
度
は
、
市
立
小
中
学
校

に
対
す
る
支
援
を
拡
充
す
る
こ
と
で
、
安
心
し

て
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
環
境
づ
く
り
の
さ
ら

な
る
推
進
を
図
り
ま
す
。

令
和
７
年
12

月
、
片
山
財
務

大
臣
に
要
望
書

を
提
出
し
ま
し

た
。
Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備

を
は
じ
め
、
全

国
共
通
の
課
題

で
あ
る
安
全
・

安
心
な
市
民
生

活
の
確
保
や
自

治
体
Ｄ
Ｘ
に
対

す
る
一
層
の
支

援
を
要
望
し
た

も
の
で
、
大
臣
か

ら
は
、
本
市
の
Ｎ
Ｃ
Ｃ
の
さ
ら
な
る
推
進
に
向

け
た
ま
ち
づ
く
り
が
、
全
国
の
自
治
体
の
地
方

創
生
を
牽
引
す
る
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
る
こ
と

を
期
待
す
る
旨
の
激
励
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
を

「
女
性
活
躍
加
速

化
元
年
」
と
位
置

づ
け
、
女
性
活
躍

の
た
め
の
全
庁
的

な
推
進
体
制
と
し

て
、「
女
性
活
躍

推
進
本
部
」
を
設

置
す
る
と
と
も

に
、
女
性
活
躍
推

進
専
門
官
と
し

て
、
お
茶
の
水
女

子
大
学
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ド
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研

究
所
の
斎
藤
悦
子
教
授
と
、
宇
都
宮
大
学
Ｄ
Ｅ

＆
Ｉ
推
進
セ
ン
タ
ー
の
川
面
充
子
特
任
助
教
を

任
命
し
ま
し
た
。
お
二
人
の
専
門
的
な
知
見
を

生
か
し
な
が
ら
、
市
と
し
て
女
性
活
躍
推
進
の

一
層
の
加
速
化
を
図
り
ま
す
。

市
内
に
整
備
す

る
新
た
な
産
業
団

地
の
候
補
地
と
し

て
選
定
し
て
い
た

イ
ン
タ
ー
パ
ー
ク

東
地
区
と
宇
都
宮

工
業
団
地
東
地
区

の
基
本
計
画
を
公

表
し
ま
し
た
。
イ

ン
タ
ー
パ
ー
ク
東

地
区
は
２
０
３
２

年
度
、
宇
都
宮
工

業
団
地
東
地
区
は

２
０
３
３
年
度
の

分
譲
開
始
を
目
指

し
ま
す
。
企
業
進
出
・
工
場
増
設
な
ど
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
積
極
的
な
誘
致
に
取

り
組
み
ま
す
。

令
和
７
年
度
か

ら
、
高
齢
者
の
交

流
促
進
と
生
活
支

援
を
目
的
と
し
た

移
動
販
売
を
開
始

し
ま
し
た
。
イ

ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
、

ウ
エ
ル
シ
ア
薬
局
、

と
ち
ぎ
コ
ー
プ
生

活
協
同
組
合
、
と

り
せ
ん
と
連
携
協

定
を
締
結
し
、
事

業
者
支
援
と
し
て

車
両
購
入
な
ど
の
初
期
費
用
を
補
助
、
第
一
号

は
宝
木
市
営
住
宅
付
近
で
販
売
が
行
わ
れ
、
地

域
の
方
々
に
買
い
物
と
交
流
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
地
域
か
ら
の
誘
致
の
ご

相
談
に
応
じ
て
拡
大
を
図
り
ま
す
。

八
幡
山
公

園
の
よ
り
一

層
の
魅
力
向

上
に
向
け
、

飲
食
施
設
や

自
然
体
験
施

設
の
整
備
を

行
う
事
業
者

と
基
本
協
定

を
結
び
ま
し

た
。
公
園
の

自
然
環
境
を

生
か
し
た
ツ

リ
ー
ハ
ウ
ス

が
あ
る
「
自

然
体
験
ゾ
ー

ン
」、
カ
フ
ェ

レ
ス
ト
ラ
ン

や
ド
ッ
ク
ラ

ン
を
備
え
た
「
交
流
ゾ
ー
ン
」
な
ど
、
非
日
常

的
で
幻
想
的
な
空
間
を
演
出
し
魅
力
あ
ふ
れ
る

公
園
に
整
備
し
ま
す
。

「
八
幡
山
オ
ア
シ
ス
リ
ゾ
ー
ト
パ
ー
ク
」
〜
私

た
ち
の
手
で
自
慢
の
公
園
に
〜
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

令
和
９
年
３
月
の
オ
ー
プ
ン
、
令
和
９
年
４
月
の

開
園
１
０
０
周
年
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

「ライトライン」各賞総なめ  駅西側延伸へ期待が膨らむまだまだ加速する宇都宮  新しい時代とともに

中心街の再開発事業を宇都宮市が支援することで計画が着 と々！

八
幡
山
公
園
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

給
食
費
の

保
護
者
負
担
を
軽
減

メ
イ
ド
イ
ン
宇
都
宮
の

Ｅ
Ｖ
バ
ス
運
行

片
山
さ
つ
き
財
務
大
臣
に

要
望
書
を
提
出

移
動
販
売
が

運
行
開
始

女
性
活
躍
を

加
速
化

新
産
業
団
地
２
地
区
を

公
表

「
ア
ー
ク
タ
ウ
ン
宇
都
宮
」オ
ー
プ
ン

本
年
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
国
際
大
会
開
催

ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
の
Ｊ
Ｒ

宇
都
宮
駅
西
側
延
伸
に
つ

い
て
は
、
昨
年
10
月
に
本

市
と
芳
賀
町
、
宇
都
宮
ラ

イ
ト
レ
ー
ル
株
式
会
社
に

お
い
て
軌
道
事
業
の
特
許

取
得
に
必
要
と
な
る
「
軌

道
運
送
高
度
化
実
施
計

画
」
を
策
定
し
、
国
へ
の

認
定
申
請
を
行
い
ま
し

た
。
計
画
は
国
交
省
や
運

輸
審
議
会
で
の
審
査
を
経

て
、
認
定
後
に
は
工
事
施

行
認
可
を
申
請
・
取
得
し

２
０
２
８
年
内
の
着
工
を

目
指
し
ま
す
。
ま
た
、Ｊ

Ｒ
宇
都
宮
駅
西
口
周
辺
地

区
整
備
に
つ
い
て
は
、
昨
年
10
月
に
官
民
が
連
携
し
て

ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
と
一
体
と
な
っ
た
駅
前
広
場
や
周
辺
民

間
街
区
に
お
け
る
地
区
の
将
来
像
や
整
備
方
針
な
ど
を

取
り
ま
と
め
た
「
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
西
口
周
辺
地
区
整
備

基
本
計
画
」
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
は
、

県
都
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
駅
前
空
間
の
整
備
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

駅西口１階駅西口２階

「
ア
ー
ク
タ
ウ
ン
宇
都

宮
」
は
、
ラ
イ
ト
ラ
イ

ン
平
石
停
留
場
直
結
の

本
市
初
と
な
る
本
格
的

な
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ

施
設
を
備
え
た
公
園
で

す
。
国
内
外
の
大
会
に

も
対
応
可
能
な
全
天
候

型
の
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク

を
は
じ
め
、
３
ｘ
３
な

ど
の
ス
ポ
ー
ツ
や
多
様

な
イ
ベ
ン
ト
に
も
対
応

で
き
る
屋
根
付
き
の
多

目
的
広
場
に
加
え
、
複
合
遊
具
や
開
放
感
の
あ

る
芝
生
広
場
な
ど
を
備
え
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
幅
広
い
世
代
が
楽
し
め
る
公
園
で
す
。

地
元
農
産
物
を
活
用
し
た
産
直
店
や
飲
食
店
、

カ
フ
ェ
な
ど
の
店
舗
も
出
店
し
ま
す
。
ま
た
、

今
年
11
月
の
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
国
際
大
会
の

開
催
に
向
け
、
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
沿
線
の
新
た
な
賑
わ
い
と
交
流

の
拠
点
と
し
て
、
多
く
の
方
の
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
11
月
、
市
内
で
製
造
さ
れ
た
Ｅ
Ｖ

（
電
気
自
動
車
）
バ
ス
が
県
内
で
初
め
て
導
入

さ
れ
ま
し
た
。
令
和
12
年
ま
で
に
宇
都
宮
市
内

を
運
行
す
る
路
線
バ
ス
の
約
７
割
に
あ
た
る
１

５
８
台
の
Ｅ
Ｖ
化
を
予

定
し
て
お
り
、
市
も
積

極
的
に
支
援
し
て
い
ま

す
。
公
共
交
通
が
連
携

し
、
こ
れ
か
ら
の
人
口

減
少
社
会
に
あ
っ
て
も
、

誰
も
が
快
適
に
移
動
で

き
る
ま
ち
を
つ
く
っ
て

い
く
。
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン

も
電
気
で
走
る
。Ｅ
Ｖ
バ

ス
が
市
内
を
縦
横
無
尽

に
走
る
。
こ
れ
が
宇
都

宮
が
目
指
す
脱
炭
素
社

会
の
姿
で
す
。

宇
都
宮
駅
西
口
大
通
り
南
地
区
の

再
開
発
事
業
計
画
が
公
表
に

宇
都
宮
駅
西
口
大
通
り
南
地
区
の
再
開
発
事

業
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
マ
ン
シ
ョ
ン
・

商
業
・
オ
フ
ィ
ス
の
複
合
施
設
で
、
地
上
29
階
、

高
さ
約
１
０
０
ｍ
の
高
層
建
築
物
と
な
り
、
２

０
３
０
年
度
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

「
Ｆｒｅｓｐ
ｏ
う
つ
の
み
や
市
場
」が

オ
ー
プ
ン

中
央
卸
売
市
場
敷
地
内

に
、
市
場
か
ら
仕
入
れ
た

新
鮮
な
野
菜
や
果
物
、
魚

を
気
軽
に
購
入
す
る
こ
と

が
で
き
る
「
Ｆ
ｒ
ｅ
ｓ
ｐ
ｏ

（
フ
レ
ス
ポ
）
う
つ
の
み
や

市
場
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
餃
子
や
ス
イ
ー
ツ
、

和
菓
子
な
ど
人
気
の
飲
食

店
が
出
店
す
る
ほ
か
、
食

べ
歩
き
時
の
テ
ラ
ス
と
し

て
活
用
で
き
る
大
屋
根
に

覆
わ
れ
た「
食
の
広
場
」や
、

遊
具
を
備
え
た
芝
生
広
場

な
ど
も
あ
り
、
家
族
連
れ
で
楽
し
め
る
「
食
の

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
」
と
な
る
施
設
で
す
。

１月20日●JIDAデザインミュージアムセレクションVOL.24
10月25日●「グッドフォーカス賞」（地域社会デザイン）

令和５（2023）年

２月２日●日経優秀製品・サービス賞  最優秀賞
２月６日●第33回栃木県イメージアップ貢献賞
４月12日●第45回国際交通安全学会賞  業績部門
５月23日●2024年ローレル賞
５月23日●令和５年度全建賞
10月16日●第23回日本鉄道賞特別賞（LRT雷都未来特別賞）

令和６（2024）年

３月18日●国土交通省バリアフリー化推進功労者表彰
３月24日●令和６年度関東運輸局地域交通優良団体表彰
４月７日●第33回地球環境大賞  環境大臣賞
６月５日●第37回全国街路事業コンクール
　　　　　（国土交通大臣賞）
６月６日●2024年度日本都市計画学会（石川賞）
12月15日●令和７年度交通関係優良団体大臣表彰
12月24日●内閣府バリアフリー・ユニバーサルデザイン
　　　　　推進功労者表彰（内閣総理大臣表彰）

令和７（2025）年

高橋克法総務副大臣に同席していただきました

（宇都宮駅西口大通り南地区 市街地再開発組合作成）
※形状・意匠については今後変更の可能性あり

■ 

宇
都
宮
駅
西
口
大
通
り
南
地
区
再
開
発
事
業

　 

完
成
イ
メ
ー
ジ


